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りの礎づく
こ
の
調
査
は
、
土

地
の
国
勢
調
査
と
も

い
う
べ
き
・
・
も
の
で
、

国
土
調
査
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
る
大
切

な
調
査
で
す
。

今
ま
で
み
な
さ
ん

の
土
地
の
も
と
に
な

っ
て
い
た
M

土
地
台

'
'
あ
ざ
ぎ
り
ず

帳
M

や
R

字
限
図
y

は
、
明
治
の
初
め
に

始まる

り5ヶ年計画 ，J よ

地
租
を
と
り
た
て
る
た
め
の
目
的
で

で
き
た
も
の
で
、
当
時
の
測
量
技
術

の
幼
稚
き
と
長
い
年
月
を
経
た
た
め

現
況
の
う
つ
り
か
わ
り
に
よ
っ
て
、

今
で
は
ま
っ
た
く
あ
て
に
な
ら
な
く

な
り
、
大
切
な
土
地
の
境
界
争
い
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
籍
調
査
は
、
近
代
的
測
量
技
術

に
よ
っ
て
、
地
図
と
帳
簿
(
地
籍
図

と
地
籍
簿
)
を
作
り
、
み
な
さ
ん
の

土
地
の
正
し
い
位
置
、
地
養
地
目

面
積
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た

め
の
調
査
で
す
。
乙
れ
が
で

き
ま
す
と
、
区
画
轄
理
を
は

じ
め
主
地
改
皐
事
業
や
土
木

事
業
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
の
建

量
事
業
の
計
画
を
立
て
た
り

作
業
を
し
た
り
す
る
に
も
大

変
役
立
つ
と
と
も
に
、
大
切

な
土
地
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。基

準
点
測
量
は

八
月
中
に
完
了

地
籍
調
査
は
、
ま
ず
そ
の
も
と
と

な
る
基
準
点
測
量
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

測
量
技
師
が
、
や
ぐ
ら
を
立
て
た
り
、

石
を
埋
め
た
り
、
杭
を
打
っ
た
り
し

て
、
そ
こ
に
測
量
機
械
を
す
え
て
測

量
を
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
基
準
点

測
量
は
八
月
中
に
完
了
さ
せ
る
予
定

で
す
。
乙
の
測
量
は
、
そ
の
地
点
が

地
球
上
の
ど
こ
に
位
置
す
る
か
を
測

り
、
地
図
を
作
る
骨
組
み
、
地
籍
調

査
の
も
と
と
な
る
大
切
な
測
量
で
す
。

そ
の
時
陀
埋
め
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

杭
(
国
土
調
査
の
印
が
押
し
て
あ
り

ま
す
〉
は
、
今
後
の
測
量
の
も
と
に

な
り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
を
抜
い
た
り
、

年度別実施計画

年度 部落名

5 4 飯喰、河西、上河東

5 5 築却新居、河東中島

5 6 押越、紙漉阿原

5 7 西条一区、西条二区

5 8 清水新居、西条新田

※ 
年度別実施計画を次のよ

うに定めていますが、調

査の進行状況によれ年

度を変更する場合もあり

ます。

そ
の
場
所
を
動
か
し
た
り
し
な
い
よ

う
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
こ
の
石
や
杭
は
、

土
地
の

境
を
示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
誤
解
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す。今
年
度
常
永
地
区か
ら
実
施

境
界
杭
打
ち
は
取
入
れ
後

今
年
度
実
施
部
落
は
、
飯
喰
、
河

西
、
上
河
東
の
三
部
藩
と
な
っ
て
い

ま
す
。現
在
、
土
地
の
一
筆
ご
と
に
地
番

や
地
目
な
ど
を
拾
い
あ
げ
る
地
籍
調

査
票
の
作
成
段
階
に
あ
り
ま
す
。
こ

の
年
末
が
終
り
次
第
字
限
図
の
写
を

作
り
、
こ
れ
を
現
地
と
照
し
合
せ
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
を
も

と
に
、
み
な
さ
ん
の
土
地
の
境
界
の

お
も
な
曲
り
角
に
、
「
自
分
の
地
所

は
こ
こ
ま
で
だ
」
と
い
う
こ
と
を
示

す
よ
う
杭
を
打
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

乙
の
境
界
杭
打
ち
は
、
秋
の
取
入
れ

後
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
乙
の

地籍調査管理事業
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杭
は
測
量
の
も
と
と
な
る
も
の
で
す

か
ら
、
隣
り
の
地
主
の
方
と
も
よ
く

相
談
し
て
ま
ち
が
い
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
乙
ま
で
の
準
備
が
終
り
ま
す
と

い
よ
い
よ
測
量
に
入
り
ま
す
。
日
本

全
国
に
設
け
ら
れ
た
一
等
か
ら
三
等

ま
で
の
国
家
三
角
点
と
、
地
籍
調
査

の
た
め
に
園
児
よ
っ
て
特
別
に
設
け

る
四
等
三
角
点
に
も
と
ず
い
て
、
土

地
の
境
界
を
精
密
に
測
量
し
ま
す
。

こ
の
測
量
が
終
り
ま
す
と
、
正
確

な
地
籍
図
と
地
籍
簿
が
作
成
さ
れ
ま

す
が
、
自
分
の
地
所
に
ま
ち
が
い
な

い
か
ど
う
か
確
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

二
十
日
間
役
場
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

こ
う
し
て
で
き
た
地
籍
図
と
地
籍

簿
は
、
今
ま
で
の
あ
い
ま
い
な
土
地

台
帳
や
図
面
と
違
い
正
確
な
も
の
と

な
り
、
今
後
の
境
界
争
い
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、
町
の
い
ろ
い
ろ
な
事

業
の
礎
と
な
り
、
新
し
い
町
づ
く
り

の
た
め
に
お
お
い
に
活
用
さ
れ
て
い

き
ま
す
。
以
上
l
地
籍
調
査
の
あ
ら
ま
し
、

今
後
の
方
針
な
ど
を
説
明
い
た
し
ま

し
た
が
、
こ
の
事
業
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
部
落
説
明
会
等
を

開
催
し
て
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
説
明
会
に
は
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

今
年
度
事
業
費
は

八
百
八
十
万
五
千
円

地
籍
調
査
事
業
に
要
す
る
経
費
は

貝
県
、
町
が
全
額
負
担
す
る
た
め

土
地
所
有
者
の
個
人
負
担
は
あ
り
ま

せ
ん
。事
業
費
の
内
訳
は
、
事
業
を
実
施

し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
一
般
的
事

業
費
と
、
地
籍
測
量
、
地
籍
測
定

地
籍
図
作
盛
芝
業
者
K
委
託
し
て

行
う
年
末
の
霊
訪
費
と
に
大
別
さ
れ

ま
す
。昭
和
五
十
四
年
度
の
事
業
費
(
人

件
費
別
)
は
、
総
額
で
八
百
八
十
万

五
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち
、
関
県

の
補
助
金
が
四
百
二
十
六
万
五
千
円

で
、
残
り
の
四
百
五
十
四
万
が
町
費

と
な
り
ま
す
。

、|地籍図 |



と
な
っ
た
と
き
に
、
ま
た
、
障
宝
詰
佃

祉
年
金
は
、
二
十
歳
に
な
る
前
の
病

気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
、
障
害
者
と
な

っ
た
方
や
先
天
性
の
心
身
障
害
者
に
、
…

二
十
歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
、
至
急
役
場
年
金
課

に
担
談
し
て
、
障
害
年
金
を
受
け
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
保
運
営
協
議
会

委
員
が
決
定

六
月
一
日
現
在
で
、
昭
和
町
国
民
…

健
康
保
険
運
営
協
一
翼
E

委
員
に
、
次
…

の
方
々
が
決
ま
り
ま
し
ぺ

乙
の
運
営
協
議
会
は
、
町
長
の
諮
…

問
機
関
で
あ
り
、
国
保
の
保
険
料
の
・

賦
課
方
法
や
保
健
施
設
の
実
施
、
並
…

ぴ
花
園
保
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
の

重
要
事
項
の
諮
問
に
応
じ
、
こ
れ
ら
一

の
問
題
を
論
議
検
討
し
、
意
見
を
町

υ

長
に
答
申
す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
長
υ

の
参
考
と
な
る
判
断
資
料
を
提
供
す
山

る
機
関
で
す
。
(
敬
称
略
)

a

被
保
険
者
代
表

野
口
議
一
郎
西
条
一
区

志

村

恒

夫

河

東

中

島

輿

石

俊

雄

築

地

新

居

国
民
健
康
保
険
医
代
表

森

川

一

弘

河

東

中

島

太

田

道

夫

清

水

新

居

今

井

一

生

押

越

公

益

代

表

…

小

沢

弘

…

秋
山
俊
明

高

野

広

林

…

は

こ

料
引

険

れ

保

忘

四
日
叫
五
尽
六
月
分
の
国
民
年

金
の
保
険
料
を
納
め
る
期
限
は
七
月

三
十
一
日
で
す
。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

保
険
料
を
納
め
る
期
限
は
、
毎
年

一
尺
四
月
、
七
尽
十
月
の
年
四

回
で
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の
納
期
限

ま
で
に
保
険
料
を
納
め
ま
せ
ん
久

事
故
に
あ
っ
た
り
、

C
主
人
が
な
く

な
ら
れ
た
と
き
な
ど
に
、
障
宝
星
・
金

や
母
子
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
あ
わ
て
て

保
険
料
を
納
め
て
も
、
間
に
合
い
ま

せ
ん
。

業

国民年金司一

一一だより

四凶

(4) 

教
養
を
高
め
る
た
め
、
急
T

級
・

講
座
が
開
講
さ
れ
ま
す
。
お
お
い
に

参
加
下
さ
い
。

会
場
は
昭
和
町
申
央
公
民
館
で
、

受
講
申
し
込
み
お
問
合
せ
は
、
公
民

館
(
電
話
三
七
三
七
)
へ
ど
う
ぞ
。

。
軽
ス
ポ
ー
ツ
と
フ
ォ

l
wダ
ン
ス

。
町
内
舛
の
施
設
見
学

0

婦
人
の
健
康
管
理
ほ
か

無

家

庭

教

育

学

級

保
険
料
は
、
納
期
限
ま
で
に
必
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。

期
間
l
昭
和
五
十
四
年
九
月
J
五

十
四
年
十
二
月
(
十
恩

時
間
l
午
後
一
時
三
十
分
J
一一一時

三
十
分

対
象
者
l
小
学
校
一
年
生
J
三
年

生
を
も
っ
両
親

主
な
学
習
内
容

口
子
ど
も
の
健
康
管
理

。
子
ど
も
の
性
格
形
成

。
最
近
の
子
ど
も
の
諸
問
題

。
人
間
性
と
性
格

。
家
庭
塾
円
の
あ
り
方

0

ほ
め
る
乙
と
、
し
か
る
こ
と

。
子
ど
も
の
遊
び
ほ
か

婦
人
講
座
ハ
夜
間
〉

障
害
年
金
の
請
求
も
れ

の
方
は
い
ま
せ
ん
か

期
間
l
昭
和
五
十
四
年
八
月
J
五

十
五
年
三
月
(
八
恩

時
間
l
午
後
七
時
三
十
分
J
九
時

三
十
分

対
象
者
l
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

主
な
学
習
内
容

。
食
生
活
と
健
康
問
題

。
合
理
的
な
消
費
生
活

o
日
常
の
経
済
知
識

o
家
族
の
人
間
関
係

。
家
庭
生
活
の
見
直
し

o

こ
れ
か
ら
の
婦
人
の
生
き
方
ほ
か

障
害
者
で
ま
だ
国
民
年
金
の
珪
盟
水

を
し
て
い
な
い
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
の
対
象

と
な
る
方
以
外
の
方
で
、
日
常
生
活

が
著
し
く
困
難
な
障
害
者
に
は
障
害

年
金
ま
た
は
障
害
福
祉
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
一
定

の
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方
が
、
国

民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
聞
に
か
か

っ
た
病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害
者

報広町和昭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

種 ilU 摘 要 標準 』額 備 考

早 乙 女 l臼 1食付 4，500円

田値手伝い " " 

1 0 a 9，000円 ほ場整備地区

及び耕運機 10.000円 その他の地区

6，000円 ほ場整備地区
耕 運 " 

6，500円 その他の地区

雇 人 1日l食付 4，500円

機械田植 1 0 a 7，000円

1 0 aひもつき 8，000円

刈コンパイン 1 0 a乾燥まで 14，000円

脱 穀 1 臼 15.000円

田績育苗 l 枚種別 400円

婦
人
講
座
ハ
昼
間
〉

昭和 54年度昭和町農事賃金標

準額が、 6月 1日関係機関の代表

者会議において、下記のとおり決

定致しました。

期
間
l
昭
和
五
十
四
年
八
月
J
五

十
四
年
十
一
月
(
十
恩

時
間
l
午
後
一
時
三
十
分
J
一一一時

三
十
分

対
象
者
l
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど

な
た
で
も

主
な
学
習
内
容

0

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
基
礎
的

な
学
習

o
絵
本
の
読
み
き
か
せ
方

。
子
ど
も
の
世
話
の
し
方

昭和町農事賃金標準額

期
間
!
昭
和
五
十
四
年
九
月
J
五

十
四
年
十
二
月
(
八
回
)

時
間
l
午
後
一
時
三
十
分
J
一一一時

三
十
分

対
象
者
l
婦
人
な
ら
ど
な
た
で
も

主
な
学
習
内
容

。
経
済
の
し
く
み
と
家
庭
生
活

。
地
域
社
会
の
人
間
関
係

。
や
さ
し
い
電
気
の
知
識

。
合
理
的
な
消
費
生
活

定-一決

飯
喰
西
条
二
区

西
条
二
区



使
い
古
し
の
農
業
用
廃
プ
ラ
は

二
十
八
日
回
収
車
が
回
り
ま
す
。

報

農
業
用
資
材
と
し
て
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
使
用
が
急
激
に
増
え
つ
づ
け

て
い
ま
す
が
、
こ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

も
古
く
な
る
と
た
い
へ
ん
や
っ
か
い

な
も
の
で
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
!
。
乙
れ
ら
廃

プ
ラ
を
処
理
す
る
山
梨
県
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
を
と
存
知

で
す
か
。
甲
西
町
に
あ
る
こ
の
処
理

セ
ン
タ
ー
で
は
、
塩
ビ
・
ポ
リ
な
ど

の
廃
プ
ラ
を
無
料
で
処
理
し
て
い
ま

広町

仁コ
甲西町
火葬場

和

三郡会館

昭

地
方
病
と
の
戦
い

「
体
験
談
」
を
募
集

(5) 

山
梨
県
の
地
方
病
撲
滅
史
を
後
世

へ
伝
え
る
た
め
、
証
言
集
を
作
成
し

ま
す
。
撲
滅
事
業
に
従
事
し
た
体
験
、

あ
る
い
は
病
気
に
か
か
り
苦
労
し
た

体
験
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

内
容
撲
滅
事
業
に
従
事
し
た
苦
心
談
、

す
。
お
お
い
に
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
七
月
二
十
八
日
(
土
)
に

は
、
各
地
区
公
会
堂
を
回
収
車
が
回

り
ま
す
。
持
込
み
に
際
し
て
は
、
塩

ビ
・
ポ
リ
に
区
分
し
十
均
J
二
十
匂

の
束
に
し
て
、
午
前
申
提
出
す
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
回
収
車
は
、

七
、
十
、
一
、
四
月
の
第
四
土
曜
日
の
年
四

固
ま
わ
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
、
個

人
で
主
直
接
セ
ン
・2
1
で
処
理
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

若草

三蔀議

浅原橋

昭
和
バ
イ
パ
ス

あ
る
い
は
病
気
に
か
か
っ
た
と
き
の

状
況
、
苦
労
話

宰
数
千
六
百
字
程
度

締
切
昭
和
五
十
四
年
七
月
末
日

応
募
先

山
梨
間
垣
『
保
健
予
防
課
内
!
地
方

病
撲
滅
協
力
会
事
務
局

昭
和
五
十
四
年
度
の
昭
和
町
生
活

望
書
推
進
員
に
、
次
の
方
々
が
山
梨

県
知
事
か
ら
委
嘱
を
う
け
ま
し
た
。

生
活
改
善
推
進
員
は
、
現
在
の
生

活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、
常
に
問

題
意
識
を
も
っ
て
、
地
域
の
情
報
や

生
活
改
善
上
の
話
題
を
収
集
、
地
域

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
生
活
改
善
の
推

進
的
筏
割
を
果
し
て
い
き
ま
す
。

(
数
称
略
)

西
条
二
区

河
東
申
島

飯
喰

深
沢
み
つ
江

荻
野
知
恵
子

磯
部
主
、
雀
子

し役
た場四

。費E
の日
人付
事け
異で
動
が次
行の
わと
れお
まり

派

遣

囚

勝

弘

l
総
務
課
か
ら
甲
府
地
区

広
域
開
発
推
進
協
議
吏
E

配
置
換
え

黒
田
幸
夫
i
福
祉
課
か
ら
総
務
課

新
採
用

佐
野
成
男
l
福
祉
課

四
勝
芳
男
i
経
済
課

嘱

託

佐
野
元
隆
l
経
済
課
地
籍
調
査
係

マ
イ
ホ
ー
ム
資
金
や

生
活
資
金
に

労
信
協
の
ご
利
用
を
・
.

県
内
の
中
小
企
業
に
働
く
一
般
勤

一
労
者
の
融
資
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

…
県
・
市
町
村
・
労
働
金
庫
等
の
出
え

…
ん
に
よ
り
、
「
財
団
法
人
山
梨
県
労

目
働
者
信
用
基
金
協
会
」
(
略
称
「
労

信
協
己
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
が
困

難
な
勤
労
者
は
、
乙
の
労
信
協
の
保

…
証
を
受
け
て
、
山
梨
県
哨
働
金
庫
か

ら
借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

…
生
活
資
金
や
住
宅
資
金
を
必
要
と
す

…
る
際
は
、
ど
う
ぞ
積
極
的
に
と
利
用

…
下
さ
い
。
融
資
の
条
狂
守
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
資
搭

・
現
在
の
事
業
所
に
一
年
以
上
継

仕
軒
到
務
し
て
い
る
こ
と

・
過
去
六
カ
月
間
の
平
均
手
取
り

月
収
が
、
月
賦
償
還
金
の
四
倍

(
生
活
資
金
の
場
合
は
五
倍
)

以
上
で
あ
る
こ
と

弓
資
金
の
種
類
及
び
限
度
額

一
般
生
活
資
金
二
百
万
円
以
内

ス

~

-

J

向

田

吋

出

‘・
4
F

田

園

田

H

V

R

ア
一
月
自

の
オ
一
謹
一

活

一

愛

一

生
出
川
一

4
6

訂
円
悶

'

E

'

E

B

-

-

，‘ 

ー-E
E

，
 

'ゲ
進

学

資

金

三

百

万

円

以

内

在

宅

資

金

一

千

万

円

以

内

三
、
利
率
(
別
に
保
証
料
。
、
七
二
%
)

一
般
生
活
資
金

入
、
二
ハ

J
一(〕、
O

八

%

進

学

資

金

八

、

一

六

%

住
宅
資
金
七
、
五
六

J
八
、
八
八
%

四
、
返
済
方
法
(
元
利
均
等
償
還
方

式
に
よ
る
月
賦
償
還
)

一
般
生
活
資
金
J

干
五
十
八
回
以
内

準
T

資
金

)

1

住
宅
資
金

五
十
八
j
二
百

八
十
九
回
以
内

五
、
そ
の
他

こ
の
制
度
へ
の
申
込
み
及
び
問
合

せ
は
、
左
記
へ

・
山
梨
県
労
働
金
庫
櫛
形
出
張
所

(
電
話
。
五
五
二
八
削
四
二
三
一
)

.
山
梨
県
哨
働
者
信
用
基
金
協
会

(
電
話

O
五
五
二
お
三
四
三
一
)

.
県
庁
労
政
課

省
工
労
働
部

労
政
課
)

品
齢
者
の
職
業
を

紹
介
し
ま
す

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
の
た
め
の
職
業
紹
介
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
で
就
職
を

希
望
の
方
は
気
軽
に
と
利
用
下
さ
い

ま
た
、
高
齢
者
を
雇
用
し
た
い
事

業
所
は
左
記
へ
と
連
絡
下
さ
い
。

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
十
J
五

山
梨
県
社
会
福
祉
協
議
会
l
山
梨
高

単
車
料
職
業
紹
介
所
(
社
会
福
祉

ム
謡
館
一
一
階
)
l
電
話

O
五
五
二
例
一

二
八
一
番



(6) 

覚
え
て
お
き
た
い
人
工
呼
吸
法

LM、，~…~~……
/内、町内，、円門川町内、

ら
せ
ま
す
。
む
し
ろ
、
両
手
を
使
い

下
あ
と
を
前
方
に
押
し
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

②
鼻
を
ふ
さ
ぐ

鼻
か
ら
空
気
の
も
れ
る
の
を
防
ぐ

た
め
、
片
手
で
鼻
を
つ
ま
む
か
、
ほ

お
を
鼻
の
ア
ナ
に
押
し
つ
け
る
。

③
息
を
吹
き
こ
む

深
く
息
を
吸
っ
て
か
ら
、
口
を
大

き
く
開
け
て
患
者
の
口
の
囲
り
に
か

ぶ
せ
、
患
者
の
胸
が
軽
く
ふ
く
ら
む

ま
で
息
を
吹
き
こ
む
。
成
人
に
は
強

く
、
小
児
に
は
静
か
に
、
幼
児
は
肺

の
破
裂
を
避
け
る
た
め
、
プ
ッ
と
軽

く
吹
く
だ
け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
小
児
・
幼
児
の
場
合
は
、

顔
が
小
さ
い
の
で
、
口
と
鼻
の
両
方

い
よ
い
よ
本
格
的
な
一男

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

い
た
ま
し
い
子
供
の
水
難
事
故
が
目
立
っ
て
増
え
ま
す
。

万
が
一
の
場
合
に
備
え
、
こ
ん
な
人
工
呼
吸
法
を
覚
え
て

お
く
と
役
立
つ
も
の
で
す
。

口
対
ロ
の
人
工
呼
吸
法

①
気
道
確
保

口
、
鼻
か
ら
始
ま
り
肺
ま
で
の
空

気
の
通
路
を
「
気
道
」
と
い
い
、
呼

i
-
吸
を
停
止
し
た
人
に
対
し
て
は
、
ま

ー
一
ず
気
道
を
開
通
さ
せ
る
こ
と
が
最
も

;
一
大
切
な
救
急
処
置
と
な
り
ま
す
。

1
・
手
順
は
、
一
方
の
手
を
患
者
の
首

の
下
に
あ
て
が
い
、
上
に
押
し
上
げ

る
よ
う
に
し
、
も
う
一
方
の
手
は
額

に
あ
て
、
頭
部
を
最
大
限
後
方
に
傾

け
、
下
あ
ご
を
前
万
に
引
き
出
し
て

口
を
大
き
く
あ
げ
る
。

乳
幼
児
の
場
合
は
、
首
が
し
な
や

か
な
の
で
、
力
ま
か
せ
に
頭
を
後
方

に
引
く
と
、
か
え
っ
て
気
道
を
つ
ま

町

① 

和昭

:立

か
ら
吹
き
こ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

④
口
を
離
し
、
呼
気
を
さ
せ
る

口
を
離
す
と
、
患
者
は
自
然
に
吹

き
こ
ま
れ
た
息
を
は
き
だ
し
ま
す
。

患
者
の
胸
が
下
が
っ
て
い
く
の
が
わ

か
り
、
人
工
呼
吸
が
効
果
的
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

呼
気
が
終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
吹
き

と
み
ま
す
が
、
最
初
の
三
J
五
回
は

早
く
強
く
反
復
し
、
以
後
は
五
秒
に

一
回
の
割
合
(
一
分
間
に
約
十
二
回
)

で
吹
き
こ
み
ま
す
。

小
田
内
幼
児
の
場
合
は
三
秒
に
一

回
ぐ
ら
い
の
速
さ
で
、
軽
く
肺
を
ふ

く
ら
ま
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

乳幼児の場合

夏
は

を血献もたなあわ
た
し
た
ら
の
体
は
、
血
液
が
な

く
て
は
、
そ
の
生
命
を
維
持
す
る
乙

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
と
い
っ
て
、
い

ざ
と
い
う
と
き
、
人
工
的
に
血
液
を

作
り
出
せ
る
か
と
い
う
と
、
も
ち
ろ

ん
答
え
は
「
ノ
|
」
で
す
。
手
術
や

治
療
に
欠
か
せ
な
い
輸
血
用
血
液
の

す
べ
て
は
、
献
血
に
頼
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
4

一
年
の
う
ち
で
、
最
も
輸
血
用
血

準

優

勝

に

輝

く

押

中

野

球

部

第
二
十
五
回
県
下
中
学
校
選
抜
野
球
大
会

サ
ッ
カ
ー
、
剣
道
男
子
が
郡
代
表
校

と
な
り
、
い
ず
れ
も
県
大
会
に
出
場

し
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
月
間
」

郡
予
選
を
順
当
に
勝
進
み
、
五
月

二
十
七
日
か
ら
県
営
球
場
で
行
わ
れ

た
、
第
二
十
五
回
県
下
中
学
校
選
抜

野
球
大
会
民
出
場
し
た
押
中
野
球
部

は
、
強
豪
チ
l
ム
の
ひ
し
め
く
な
か
、

大
会
随
一
の
本
格
派
山
本
和
幸
投
手

を
柱
に
、
首
辞
判
通
り
決
勝
に
駒
を

進
め
た
。

決
勝
戦
で
は
、
櫛
形
中
を
相
手
に

大
会
史
上
初
の
延
長
再
試
合
を
演
じ
、

五
対
二
で
惜
し
く
も
敗
れ
は
し
た
も

の
の
、
昨
年
の
県
総
合
体
育
大
会
優

勝
に
引
き
続
き
、
県
下
に
押
中
野
球

部
の
名
を
広
め
た
。
乙
の
大
会
に
は

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
女
子
パ
レ

l
、

液
が
不
足
す
る
の
は
、
夏
場
で
す
。

山
や
海
な
ど
へ
レ
ジ
ャ
ー
に
出
か
け

る
機
会
も
多
く
、
帰
省
す
る
人
々
も

あ
っ
て
、
事
業
所
や
町
ぐ
る
み
の
団

体
献
血
が
大
変
少
な
く
な
り
、
献
血

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

七
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運

動
月
間
」
で
す
。
庁
血
液
の
助
け
合

い
H

に
、
あ
な
た
も
参
加
し
ま
し
ょ

F

「ノ。

準優勝の表彰を受ける押中野球部
〈緑ケ丘球場にて〉



究
一
地
区
の
守
り
神

百

西

条

部

落

の

お

齢

出

園
町
-
E

筆

古
く
か
ら
西
条
部
落
の
海
上
主
嚢
安
全
対
地
震
、
雷
、
火
災
等
の
自
然

神
と
し
て
、
地
域
の
深
い
信
仰
を
集
災
害
を
も
守
護
す
る
神
と
し
て
、
県

め
て
い
た
大
獄
山
は
、
去
る
五
月
十
内
外
の
厚
い
信
仰
を
集
め
て
い
た
の

八

日

、

「

天

然

記

念

物

源

氏

蛍

発

生

で

あ

る

。

地

域

に

す

っ

か

り

定

着

し

た

一

坪

之

地

」

の

碑

の

近

く

に

移

転

鎮

座

さ

我

々

の

祖

先

は

、

そ

の

高

い

と

神

図

書

館

、

乙

の

図

書

館

は

、

毎

週

日

れ

ま

し

た

。

こ

の

大

獄

山

は

、

西

条

徳

を

慕

っ

て

、

そ

の

大

獄

山

内

を

二

区

曜

日

に

各

地

域

で

聞

か

れ

て

い

ま

す

じ

ゅ

か

ん

せ

し

の

大

獄

講

の

有

志

に

よ

っ

て

建

立

さ

の

緊

楽

川

の

川

の

中

に

勧

請

し

た

の

が

、

西

条

二

区

に

あ

る

一

坪

図

書

館

れ

た

も

の

で

あ

る

。

で

あ

る

。

そ

の

場

所

は

現

在

-

小

宮

a

の
館
長
と
し
て
、
高
校
生
の
高
野
雅

本
社
「
大
獄
山
那
賀
都
神
社
」
は
、
山
健
次
氏
(
保
坂
理
容
所
四
ツ
色
パ
)
な
く
現
在
地
に
移
転
鎮
座
さ
れ
た
の
人
君
は
、
長
い
間
運
営
管
理
に
あ
た

E
踏
襲
語
長
骨
子
、
の
と
こ
ろ
か
ら
西
条
新
固
に
通
じ
る
で
あ
る
。
五
月
十
八
議
ま
語
り
奉
仕
活
動
を
つ
づ
け
利
用
者
に
喜

謡
怨
訪
日
常
で
、
大
宮
命
・
露
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
道
路
拡
婦
警
町
の
大
獄
山
、
成
沢
正
近
宮
ば
れ
て
い
ま
え
特
に
西
条
二
区
は
、

高
岡
之
命
が
合
杷
さ
れ
て
い
る
。
と
幅
工
事
に
つ
き
、
二
区
五
本
杉
の
杉
司
の
司
祭
の
も
と
に
移
転
鎮
座
の
式
以
都
市
化
が
急
激
に
進
み
人
口
増
大
地

ご

ん

し

ゅ

う

同

神
徳
は
、
大
山
祇
命
が
海
上
主
護
神
の
近
く
に
と
遷
宮
し
ま
し
た
が
、
今
典
を
歎
修
し
、
式
後
祝
宴
を
聞
き
、

U

域
で
、
や
や
も
す
れ
ば
青
少
年
の
非

で
あ
る
た
め
に
、
大
雨
、
洪
水
の
害
回
二
瀬
川
の
大
型
溝
き
ょ
構
築
の
た
参
拝
者
百
名
に
及
ぶ
盛
大
な
祭
典
を
叩
行
化
を
心
配
さ
れ
る
地
域
で
す
。
住

じ

よ

う

似

を

守

り

、

さ

ら

に

五

重

鏡

、

家

内

め

、

ま

た

側

道

に

入

る

た

め

、

止

む

行

っ

た

。

和

民

の

目

や

心

を

図

書

館

に

引

き

つ

け

何
与

ορ
‘を

dρ
争

ορ
与、

d
pみ
ο
問、キ

d
pキ
ορ
キ

ορ
キ

ο
同与、

d
p与、、
u
p々
ο
向、

φο
同
与

ορ
キ

ο
向
与
、

u
p与
ο
同
キ

ορ
キ

ω向
キ

ο
同
与
、、υρ
キ

d
pキ
ορ
与、

υ問、キ
ορ
キ

ο
同
与

ορ
み

ο
同与、、

υρ
キ
λ
切

ρみ
ο
P令
ο
問、令

ορ
与

ορ
ゃ
ο
向、

e
d同
与
、

um与
ορ
キ

ορ
与、

υ

青

少

年

育

成

活

動

を

長

い

間

に

亘

り

卒

先

し

て

努

力

家

庭

の

日

に

ち

な

主

義

作

文

第

一

日

曜

日

を

「

家

庭

の

日

」

と

定

つ

づ

け

る

し

、

区

民

か

ら

も

そ

の

一

区

の

深

川

和

子

さ

ん

め

、

県

民

運

動

が

進

め

ら

れ

て

い

ま

押

越

の

清

水

逸

馬

さ

ん

努

力

に

対

し

感

謝

さ

れ

す

。

て

い

ま

す

。

こ

の

運

動

の

普

及

徹

底

を

図

る

た

こ

の

よ

う

な

理

解

あ

め

、

県

に

お

い

て

昨

年

十

一

月

「

家

る

、

青

少

年

育

成

活

動

庭

の

日

」

に

ち

な

ん

だ

作

品

募

集

が

応

対

す

る

熱

意

と

積

極

行

わ

れ

ま

し

た

。

乙

れ

に

応

募

し

た

的

行

為

が

認

め

ら

れ

、

西

条

一

区

の

深

川

和

子

さ

ん

の

実

践

こ

の

ほ

ど

山

梨

県

民

会

作

文

が

見

と

と

入

営

H
1

山
梨
県
民
会

議

表

彰

を

受

け

ま

し

た

。

議

表

彰

を

受

け

ま

し

た

。

報

押
越
の
清
水
逸
馬
さ
ん
は
、
地
域

の
青
少
年
活
動
や
指
導
を
、
長
期
間

井

西
条
二
区

ロ

広町和目白(7) 

伝

H

家
族
み
ん
な
で
力
を
出
し
合
う

白
M

M

話
し
合
う
日
H

と
し
て
毎
月

町道一号線〈築地新居線入口〉
脇に設置された大薮山

'-令勺~色々で開L中3巳キぐ史~身て3巴牢3色斗ぐた#ぐ史...v->色申で児#勺

地
域
の
青
少
年
健
全
育
成
に
只
元

日
本
善
行
会
か
ら
表
彰

ニ
区
の
一
坪
図
書
高
野
雅
人
館
長

青
少
年
の
健
全
育
成
に
効
果
を
あ
げ

て
い
る
と
し
て
、
去
る
五
月
二
十
七

日
、
全
国
で
も
数
少
な
い
善
行
功
労

者
と
し
て
、
明
治
神
宮
で
社
団
法
人

日
本
善
行
会
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し

町
/
民
/
俳
/
句

加
賀
美
子
麓

選

枇
杷
青
し
、

い
つ
も
裏
庭
掃
く
役
目

内
藤
ふ
く
次

つ
ば
め
こ
ぬ
古
巣
一
は
不
吉
梅
雨
に
入

る

清

水

博

文

春
愁
や
や
〉
焦
げ
す
ぎ
し
目
玉
焼

伊
藤
春
江

梅
雨
入
り
の
間
近
き
う
つ
ぎ
斑
咲
き

高
野
久
江

晩
春
の
山
は
重
な
る
魯
患
が
え

上
田
栄
月

芝
青
し
湯
の
香
の
に
お
う
児
を
抱
い

て

松

岡

満

子

梅
雨
入
り
や
廃
居
の
土
べ
い
傾
い
て

長
田
そ
の
子

孫
を
得
て
乾
燥
器
買
う
梅
雨
の
入
り

桑
原
丑
寅

言
い
た
き
事
胸
に
お
さ
め
て
梅
雨
に

入

る

輿

石

き

に

ω代

抱
告
語
る
候
補
の
顔
や
風
光
る

磯

部

信

与

蒲
公
英
や
首
輪
の
光
る
放
れ
犬

井
上
ま
さ
江

蔓
も
の
の
苗
に
添
竹
風
五
月

清
水
年
江

老
婆
去
り
人
気
伝
き
庭
ば
ら
競
う

河
田
好
子

歩
を
数
え
る
孫
の
歩
み
や
五
月
晴

中

沢

静

代



(8) 

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
案
内

報

昭
和
五
十
四
年
度
砂
利
採
事
義

主
任
者
試
験
が
、
七
月
三
十
一
日

ω

午
前
十
時
か
ら
十
二
時
ま
で
、
山
梨

県
庁
八
階
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
左
記
の

要
領
で
す
。
お
お
い
に
参
加
下
さ
い

。
受
験
願
書
受
付
期
間

七
月
二
日
J
七
月
十
七
日

(
日
曜
日
は
除
く
。
土
曜
日
は
正
午

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
十
七
日

消
印
ま
で
宣
明
。

o

受
験
手
数
料

三
千
円
の
山
梨
県
収
入
証
紙
を
受

験
願
書
に
貼
付
し
、
消
印
し
な
い
こ

井、o提
出
童
鳥
類

似
受
験
願
賓
履
歴
書
を
提
出
。

(
乙
の
用
紙
は
県
商
工
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
)

広町和昭

判
手
札
形
写
真

一
枚
、
出
願
前
六
ヶ

月
以
内
陀
正
面
撮
影
し
た
も
の
。
裏

K
撮
影
年
月
日
及
び
年
令
を
記
入
1

0

受
験
瞥
稽

年
令
、
性
別
学
歴
及
び
国
籍
は

間
わ
な
い
が
、
県
内
居
住
者
に
限
る

o
試
験
科
目

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令
、
砂

利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項

の
学
科
試
験
ー

※
受
験
願
書
及
び
履
歴
書
の
郵
便
請

求
は
、
返
信
用
封
筒
(
五
十
円
切
手
)

を
同
封
し
、
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目

六
J
一
山
梨
県
商
工
労
働
部
商
工
課

へ
請
求
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
く
わ

し
い
こ
と
は
商
工
課
鉱
業
採
石
担
当

電
話
O
五
五
二
関
一
一
一
一
(
内
線

六
O
九
)
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

。
不
用
犬
収
集
日

今
月
の
不
用
犬
収
集
日
は
七
月
六

日

(
金
)
で
す
。
午
前
十
時
ま
で
に

役
場
前
に
つ
れ
て
き
て
下
さ
い
。

な
お
、
収
集
車
が
く
る
ま
で
は
、

飼
主
の
方
も
い
っ
し
ょ
に
い
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

相談日あんない

公午七 公午七
民後月行 a且 民後月心
館一 二政~粍男 館 一 四配
相時日担"-';:.訟u相時日と
談 J ・談匂￥μ~机談 r .と
室四十白Lr{GιJf!!j}室四十相
時六 [~;.，..一一『・戸 時八談
日 日日

7月保健日程

7月 7日(土) 母子手帳及び担調相談日

時間午前9時........12時

2 1日(土) 場所中央公民館

(診断書は必要ありませ

んが印カシはお持ち下さ

い)

7月19日(木) 乳児検診

24日(水) 時間午後1時........2時

25日(木) 場所中央公民館

27，日(金) 携行品母子健康手帳

7月13日(金) 3才児検診

対象者昭和51年3月

1日から

昭和51年6月

30日生まれ

時間午後1骨........2時

場所中央公民館

※詳しくは各部落の愛育

班員によって、個別に

配付されるi理知をどら

ん下さい。

7月18日(水〉 胃のレシトゲシ検査

時間午前8時30分~

9時30分

場所中央公民館前

※後日回覧によって希望

者を募ります。

7月の不燃物
可燃物収集日

指定場所に当日午前 8時 3

O分までlζ出して下さい。

内 容 日 程 曜日

もえる物 7月 2日 月
ガラス類 4日 水

もえる物 5日 木
/1 9日 月
/1 12日 木
λF 16日 月

金属類
西条地区

水
18.日

もえる物 19日 木

金属類
掬京、常永

金
茸区20日

もえる物 23日 月
/1 26日 木
/1 30日 月

L--

、
，
)
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/
/

¥
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出 昭
和
五
十
四
年
四
月
十
七
日
以
降

生

松

木

初

美

父

栄

志

村

誠

一

父
邦
彦

仲

和

枝

父

康

男

松

本

美

香

父

豊

村
松
あ
ゆ
美
父
健
次

福

島

多

江

父

正

明

輿

石

隆

史

父

正

秀

手

塚

正

樹

父

公

司

自
勝
真
由
美
父
要
二

鷹

野

秀

樹

父

重

置

秋

山

久

美

父

吉

明

上

田

春

樹

父

雄

治

高

井

大

介

父

公

夫

五

味

良

彦

父

初

雄

河

西
河
東
申
島

築
地
新
居

上

河

東

上

河

東

西
条
新
田

築
地
新
居

押

越

築
地
新
居

河
東
中
島

上

河

東

上

河

東

上

河

東

河

西

堀

井

勲

岡
本
ゅ
う
子

海
野
五
月

秋
山
真
査
実

今
村
さ
と
み

中

沢

慶

秀

箆
勝
智
恵
子

藤

沢

広

志

田

村

明

彦

土

橋

誠

婚
太

田

学

河
西
由
美
子

中

岡

茂

雄

藤

谷

弘

子

望

月

照

志

根
本
美
恵
子

北

村

智

永
井
利
枝

金

丸

英

樹

中
沢
智
恵
子

五

味

幸

雄

坂

本

達

実

望

月

利

彦

伊
藤
サ
イ
子

姻
父
長
光
築
地
新
居

父
英
樹
清
水
新
居

父

実

紙

漉

阿

原

父

良

夫

上

河

東

父

好

房

河

西

父
康
夫
河
東
宮
町

父
詠
治
西
条
二
区

父

俊

介

押

越

父

一
明

上

河

東

父

登

西

条

二
区

清
水
新
居

西
条
二
区

上

河

東

河
東
中
島

河

西

西
条
二
区

西
条
二
区


